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本庁舎機能は田沢湖に／角館上野庁舎を新設

−第3回臨時会（4/24開催）−

凡例 :賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和6年 第3回 仙北市議会臨時会（招集日：令和6年4月24日）
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議案第60号 仙北市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例制定について 4/24 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 退 反 反 賛 賛 反 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和６年 第３回臨時会が４月 24 日に開催され、市役所本庁舎機能を田沢湖庁舎に残して、旧角館総合病院の管理棟を
改修し「角館上野庁舎」として、新たな庁舎にする条例改正案を可決しました。
　また、国民健康保険税条例の一部改正や各委員会の２年の任期満了による再編成が決定したほか、議員提出議案の議
会広報編集特別委員会設置案が可決されました。

第３回 臨時会で可決された主な議案

新たな委員会の構成（◎は委員長、◯は副委員長）

◆議案第60号　仙北市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例制定について

本庁舎 田沢湖庁舎　45人

令和８年２月
田沢湖庁舎から
移転

■市長、副市長　■議場　■総務課　
■事務事業総合調整室　■総合防災課　
■議会事務局　■田沢湖市民センター
■田沢湖公民館
※第２庁舎、総合開発センター
　田沢湖保健センターは順次解体

新庁舎 角館上野庁舎　99人
〔旧角館総合病院 管理棟を改修〕

■財政課　■管財課　■税務課
■契約検査室　■会計課　■企画部　
■教育委員会　■監査委員事務局
■選挙管理委員会事務局
※解体・改修の総事業費は 19.6 億円
　（市の実質負担は 6.5 億円）

予算常任委員会（全議員で構成）
◎青柳宗五郎　　〇小田島広仁

     議会運営委員会
◎武藤義彦　　〇門脇晃幸
　中村和彦　　　高橋輝彦
　田口寿宜　　　荒木田俊一
　髙久昭二

  議会改革推進協議会
◎門脇晃幸　　〇澤田雅亮
　西宮三春　　　武藤義彦
　高橋輝彦　　　田口寿宜

総務文教常任委員会
◎田口寿宜　　〇中村和彦
　門脇晃幸　　　熊谷一夫
　真崎寿浩

  市民福祉常任委員会
◎高橋輝彦　　〇小田島広仁
　澤田雅亮　　　平岡裕子
　小林幸悦

    産業建設常任委員会
◎荒木田俊一　　〇西宮三春
　武藤義彦　　　　青柳宗五郎
　髙久昭二
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水道料金 ９月から値上げ（３年がかりで平均２７％引上げ）

−第4回（6月）定例会−

■第４回 定例会で可決された主な議案

凡例 :賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和6年 第4回 仙北市議会定例会（招集日：令和6年6月6日）
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議案第６３号 仙北市小規模水道事業等給水条例の一部を改正する条例制定
について 6/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第６４号 仙北市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について 6/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第６８号 令和６年度仙北市水道事業会計補正予算（第１号） 6/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和６年 第４回定例会が６月６日から６月 28 日まで 23 日間の会期で開催され、令和６年度一般会計補正予算などの
予算関係５件、条例関係３件、その他４件、人事関係５件の計 24 件が審議され、水道料金の値上げなどすべての議案が
可決・同意されました。

議案第64号　仙北市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について（水道料金値上げ）
急激な負担増加を緩和するため３年かけて段階的な改定を行う　
１回目　令和６年９月１日（1/3 値上げ）
２回目　令和７年９月１日（2/3 値上げ）
３回目　令和８年９月１日（全額値上げ）
現行・改定料金の比較（１ヶ月20㎥当たりの料金）

口径 現行料金 改定料金 差　額
13mm 3,795 円 4,730 円 935 円
20mm 4,015 円 5,170 円 1.155 円

　水道料金の値上げに関する条例改正案は、今年
の９月から令和８年９月まで３回に分けて基本料
金と従量料金を平均 27％を段階的に引き上げるも
のである。
　一般的な家庭（口径 13mm/ 月 20㎥使用）では、
１ヶ月 935 円の値上げとなる。

議案第62号　仙北市基金条例の一部を改正する条例制定について
故吉田淳二様のご遺族の寄付金を「田沢湖観光振興基金」として創設する

田沢湖町観光協会長などを務めた
故吉田淳二様のご遺族より２千万円の寄付を
頂く。

仙北市　「仙北市田沢湖観光振興基金」創設
ご遺族の意向により、田沢湖や周辺観光施設の整備、
観光振興に活用させていただきます。

議案第61号及び議案第76号　財産の取得について
【議案第61号】
軽四輪駆動小型消防ポンプ付積載車〔５台〕

【議案第76号】
防災行政情報伝達新システム戸別受信機〔1,000台〕

メーカー
ダイハツ　ハイゼット（５台）
購入価格
42,350,000 円（１台 847 万円）
購入業者
㈱髙義商会（湯沢市川連町）
配備先
・第１分団…１台　　・第２分団…１台
・第４分団…２台　　・第６分団…１台

購入価格　65,450,000 円（１台 65,450 円）
購入業者　有限会社 北都モバイル
使用開始　令和７年４月１日からの使用を予定
◆現行の防災行政無線（屋外スピーカー＆戸別受信機）は

老朽化により、令和７年３月末で廃止されます。
◆令和７年４月から新防災行政情報伝達システムが導入さ

れます。
◆スマホの LINE アプリや安全安心メールで情報を受信でき

ますが、無い方は今回購入する戸別受信機が無償で
　貸与されます。詳しくは広報せんぼく 7/1 号５P を。



一般会計補正額４億2,389万３千円を可決
累計211億199万７千円に

固定資産税の課税誤りよる還付金 7,429万８千円を可決　

◆固定資産税の算定誤りによる還付金の支払いについて
質問　還付金の支払い対象件数と今後の対策等について伺う。
答弁　固定資産税の算定誤りについては、令和５年度に実施した地方税法第 408 条調査に基づくも
のであり、還付対象件数は 1,065 件である。今後の対策については、４月に「固定資産税等調査委員会」
を設置し、第１回目の会議を開催したところである。委員会での調査及び検証を行い原因の究明と
再発防止策を検討している。今後、７月と９月にも委員会を開催し、徹底した再発防止策を構築する。

◆消雪施設整備事業費補助金について
質問　この補助金が支給される消雪施設の具体的な内容とこの補助事業の対象件数及び補助金の上
限額を伺う。
答弁　開発行為事業者が新たに宅地開発を行ったエリアにおいて、道路に消雪パイプを設置し地下
水で道路に積もった雪を解かし、市道の除雪が不用になる施設である。対象事業は１件であり、補
助金は設置費の１／２で上限は 100 万円である。

◆令和６年度定額減税補足給付金事業費について
質問　今年度の国の定額減税に係る補正予算とのことだが、仙北市が減収となる分の補填なのか。
また、この事業に委託料が計上されているが、委託内容と委託先について伺う。
答弁　この定額減税は、一人当たり所得税が３万円、住民税が１万円で扶養家族も同額加算される。
給与所得者が所得税で減税しきれない市民に、市が差額を給付する補正予算である。委託内容は、
対象の市民の申請や給付の問い合わせに対応するコールセンター業務と提出された書類審査や未提
出者への勧奨、給付データの作成などの事務作業を委託する予定である。委託先はまだ決まってい
ない。

予算常任委員会での主な質疑

■令和６年度 一般会計補正予算(第２号・第３号)の主な事業

一般総務費 139万円 打野集落会館解体工事費と生保内南地区基盤整備完工記念碑建立
の補助金

高度外国人材等受入促進事業費 877万円 外国人が働きやすくするためのワンストップセンター設立等の
事業費

固定資産税の過誤納税等還付金 7,429万円 固定資産税の算定誤りにより過大に納付していた方への還付金

定額減税補足給付金事業費 １億6,803万円 国の定額減税で給与から減税しきれない市民に差額を給付

物価高騰対応重点支援給付金事
業費 6,864万円 今年度新たに住民税非課税か均等割のみ非課税の世帯に 10 万円

と 18 歳以下のこども一人当たり５万円の支給

児童関係手当支給事務費 1,018万円 児童手当法改正に伴うシステム改修費用

予防事業費 4,421万円 新型コロナワクチンの 10,300 円の助成金（65 歳以上と基礎疾
患のある方が対象）

消雪施設整備事業費補助金 100万円 消雪施設の新設に対する補助金の支給

訴訟関係費 6万円 水道の給水管調査費の支払いを求められた訴訟に対する弁護士
の委託料
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